
東京都市大学世田谷キャンパス　新７号館　完成
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学校法人五島育英会
理事長　泉　康幸

現代の課題を未来に向けた取り組みで解決

設計コンセプト

東京都市大学の新たなシンボル

教育改革の先導となる建築

工　事　概　要

施工のポイント　　　　　　　意匠性に優れた建築を工程工夫し高精度に施工

（７） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　１月２８日　（金曜日）
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　東京都市大学は年の創立周年に向け、源流で
ある年設立の旧武蔵工業大学の建学精神「公正・自
由・自治」のもと持続的発展を遂げるために策定した
「アクションプラン」により、大学運営のさらなる
効率化と教育研究上のシナジー創出を目指すための施設
整備計画を進行中です。本施設はその一環として整備さ
れたものであり、このたび皆さまにご披露させていただ
くに至ったものであります。

　この施設は、１階に設けた人規模を収容可能な多
目的ホールと２階に設けた国際フロアを中心とし、３・
４階を教室・研究室としております。また、省エネルギー
化、感染症対策の観点から、特に換気機能の強化に取り
組み、経済産業省の「令和２年度ＺＥＢ実証事業」に採
択されるなど、現代の課題を未来に向けた取り組みのな
かで解決することを目指した施設となっております。
　今後とも、高度な研究力と良質な教育を提供する東京
都市大学グループとして、皆さまから信頼を得られるよ
う努力してまいりますので、なお一層のご支援、ご指導
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　年に東京都市大学創立周年を迎えるにあたり、
アクションプランのもとで進められている等々力キ
ャンパスの世田谷キャンパスへの移設に向け、新７号館
は都市生活学部、人間科学部の移転先となる複合施設と
して計画されました。
　世田谷キャンパスを貫通する主要な動線が交わる場所
に位置する施設として、学生たちのアクティビティの中
心となる施設であり、透明感あるファサードをもつ本施
設が東京都市大学の新たなシンボルとなる事を期待して
います。
　株式会社東急設計コンサルタント

チーフマネージャー　白須万寛

　新７号館は、大学の設立理念に基づく教育改革の先導
となる建築です。主体的に学ぶために語り合い、作業し、
交流し、発見するための空間づくりを目指しました。特
定の用途の閉じた部屋は最小限として、活動の見える大
小様々なガラス張りの部屋を回廊状に配置し、行き止ま
りのない各所にプレゼンやミーティングするコミュニ
ケーションの場所を設けました。
　各階と西側のキャンパスの中心となる広場をつなぐ階
段状の空間が、建築の特徴として自然に表現されていて、
キャンパス全体とのつながりと日射負荷の低減を象徴し
ています。ＺＥＢ（ネットゼロエネルギービル）実証事
業にも採択されました。余白の多い透明性の高い空間で
は、新しい学習者としての学生たちが、今後運営にも関
わり工夫しながら主体的に使いこなしていくことを期待
しています。
　東京都市大学教授
　シーラカンスケイアンドエイチ株式会社

　代表取締役　堀場弘

■工　事　名　称：（仮称）東京都市大学新Ａ棟増築工事
■工　事　場　所：東京都世田谷区玉堤１－－１
■建　築　主：学校法人五島育英会
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：地上４階
■設計・監理：株式会社東急設計コンサルタント（統括）

シーラカンスケイアンドエイチ株式会社（意匠）
東急建設株式会社一級建築士事務所（構造・設備）
株式会社東急設計コンサルタント・株式会社クロス・ポイント（外構）

■施　　　工：東急建設株式会社
■工　　　期：年６月日～年３月８日

東急建設
木住野龍也所長
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可動いす収納時の多目的ホール

構造体、設備が現しの教室 人収容可能な多目的ホール

２階　国際フロア ３階の木製階段は交流の場としても活用される

現在、３月８日の完了を目指し、新７号館の周囲では外構工事が行われている


